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自由に使える集会場が欲しい、図書館が、大ホールが…
…町民の期待を集めて、いよいよ中央公民館の建設工事が
始まりました。

この公民館はコンクリート 2階建、 l、2階あわせて、846

nf (約256坪)の大きさ。スマートな外観に町民の健康を
守る保健室、よろず相談室、図書室、調理教室、大小のホ
ールなどがつくられます。

6月14日午前10時から、関係者ならびに町民代表が出席

町 広 報 昭和46年 8月 l日

一-1辺[IØ~.旦E

7月 1日現在

男 2，922人

女 2，923人

計 5，845人

世帯数 1，411戸

~~ ..，、ー11 昭ー和46年8月 1日発行
編集役場企画室

総工費4742万円

して役場南の建設用地で、起工式が行われました。
神事のあと、町長が鍬入れを行い、工事の無事を祈願し

まし7こ。
起工にあたって町長は「この中央公民館の建設を契機と

して、より一層社会教育と町民福祉の向上に努力し、立派
な公民館活動が出来るよう、町民の方々の協力を願う」と
挨拶。工事は三井興業株式会社が請負い、今年10月末日の
完成を目ざして炎天下を進められています。

。 おもな内容 く〉
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(2) 報広町手口日召昭和46年 8月 1日

待
望
の
中
央
公
民
館
の
建
設
工
事

は
、
着
工
以
来
順
調
に
工
事
が
進
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
こ
で
町
民
の
皆
さ
ん
に

公
民
館
の
設
計
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま

し
ょ
う
。

玄
関
は
六
米
に
拡
幅
し
た
道
路
を
入

っ
た
敷
地
の
南
向
き
に
つ
く
ら
れ
て
い

ま
す
。

二
階
は
福
祉
と
健
康
の

た
め
に
」

玄
関
を
入
る
と
左
手
に
事
務
室
が
あ

り
、
こ
こ
は
公
民
館
を
管
理
す
る
事
務

室
で
す
。
右
手
の
廊
下
を
曲
る
と
、
研

修
室
と
保
健
室
が
あ
り
ま
す
。

研
修
室
は
三
十
帖
敷
の
和
室
で
中

央
を
大
フ
ス
マ
で
仕
切
り
、
各
種
の
小

人
数
の
会
議
や
講
習
会
に
使
う
に
便
利

で
あ
り
、
又
仕
切
り
を
除
く
と
、
普
通

の
会
議
室
と
な
り
畳
で
く
つ
ろ
ぎ
な
が

ら
、
話
合
い
が
出
来
ま
す
。
叉
保
健
室

は
町
民
の
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
と
な
る

と
こ
ろ
で
、
健
康
診
断
、
各
種
予
防
接

種
乳
児
検
診
な
ど
、
す
べ
て
こ
こ
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
叉
保
健
関

係
の
資
料
を
備
え
て
、
健
康
相
談
に
も

応
じ
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま

す
。
保
健
室
の
反
対
側
に
は
調
理
教
室

が
あ
り
、
調
理
台
等
を
備
え
つ
け
て
、

婦
人
会
等
の
料
理
講
習
会
な
ど
が
専
門

に
出
来
る
よ
う
広
い
戸
ド
l
ス
を
と
り

鉄
kんa

肋

階

建

設
備
を
と
と
の
え
て
い
ま
す
。
叉
隣
の

湯
沸
場
に
は
い
つ
も
湯
茶
の
用
意
が
出

来
る
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、

宿
直
室
、
機
械
室
、
男
女
の
手
洗
所
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

自
慢
の
大
講
堂
兼
展
示
場

本
館
の
左
側
渡
廊
下
を
通
る
と
、
広

さ

一
八
五
平
方
米

(
お
よ
そ
五
六
坪
)

の
大
講
堂
兼
展
示
場
と
な
っ
て
お
り
、

収
容
人
員
二

O
O名
、
本
格
的
な
ス

テ

ー
ジ
を
設
え
、
講
演
会
や
各
種
会
合
に

利
用
で
き
ま
す
。
ま
た
、
移
動
式
の
イ

ス
を
片
づ
け
れ
ば
一
大
フ
ロ
ア
ー
と
な

り
各
種
パ

ー
テ

ィ
ー
に
、
展
示
会
に
と

社
会
教
育
活
動
の
場
と
し
て
大
い
に
活

用
れ
さ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

「
二
階
は
社
会
教
育
の
メ

ッ
カ
に
」

二
階
へ
は
正
面
玄
関
の
階
段
を
昇
り

ま
す
。中

央
に
九
二
平
方
米

(
お
よ
そ
二
八

坪
)
の
視
聴
覚
室
と
講
義
室
を
兼
ね

た
、
中
会
議
{
至
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
隣
り
は
娯
楽
室
、
小
会
議
室
が

あ
っ
て
小
人
数
の
会
議
に
便
利
で
す
。

廊
下
の
反
対
側
は
相
談
室
で
、
行
政

相
談
、
心
配
ご
と
相
談
等
の
会
場
と
し

て
も
使
わ
れ
ま
す
。

中
央
に
図
書
室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。
図
書
の
外
各
種
資
料
の
展
示
を
行

;完成予想図;

館民公



昭
和
四
十
四
年
六
月
十
四
日
に
新
都

市
計
画
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
に
伴
い
、
本
県
で
も
甲
府
都
市
計
画

区
域
内
の
一
市
四
町
一
村
(
甲
府
市
、

敷
島
町
の
一
部
、
竜
王
町
、
田
富
町
、

昭
和
町
、
玉
穂
村
の
全
域
)
に
つ
い
て

昭和46年 8月 1日

講堂
兼展示場
(200人用)

い
、
叉
自
由
に
読
書
、
研
究
が
で
き
る

よ
う
静
か
な
環
境
づ
く
り
が
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
隣
り
が
児
童
室
と
な
っ
て
い
ま

す。
中
央
の
廊
下
の
扉
を
聞
く
と
屋
上
に

出
ら
れ
、
町
民
の
い
こ
い
の
場
と
な
る

様
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
叉
、
特
に
自

慢
す
べ
き
こ
と
は
全
館
暖
冷
房
装
置
と

な
っ
て
お
り
、
夏
・
冬
に
関
係
な
く
き

わ
や
か
な
室
内
で
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
や

講
習
会
等
が
出
き
る
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
公
民
館
は
町
民
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
し
て
親
し
み
ゃ
す
く
、

気
軽
に
利
用
出
来
る
よ
う
工
夫
さ
れ
て

い
ま
す
。

一
日
も
早
い
完
成
が
待
た
れ
ま
す
。

E
 

報

は
市
街
化
区
域
、
市
街
化
調
整
区
域
の

日
づ
け
で
な
さ
れ
ま
し
た
。

区
分
け
が
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十

広町和

心£

昭

( I階平面図)

同 肖

(3) 

a ( 2階平面図 )

市
街
化
区
域
は
、
市
街
化
を
積
極
的

に
は
か
る
区
域
で
す
か
ら
、
こ
の
区
域

内
で
行
な
う
開
発
行
為
(
主
に
宅
地
の

区
画
、
形
質
の
変
更
)
あ
る
い
は
建
築

行
為
は
、
そ
の
申
請
が
、
都
市
計
画
法

に
基
づ
く
規
定
に
違
反
し
て
い
ず
、
か

っ
、
都
市
計
画
法
に
定
め
ら
れ
た
基
準

〈
法
三
三
条
)
に
適
合
し
て
い
れ
ば
許

可
さ
れ
ま
す
。

」
れ
に
反
し
て
、
市
街
化
調
整
区
域

上

l日 平;手 弓主
ノいよ壬L三己図書室

w.c 

相 談室

小会議室

は
、
市
街
化
を
抑
制
す
る
区
域
で
す
か

ら
、
こ
の
区
域
内
で
は
、
農
業
、
林
業

に
従
事
す
る
人
が
居
住
し
た
り
、
業
務

の
た
め
の
建
築
物
な
ど
を
除
け
ば
原
則

と
し
て
、
開
発
行
為
が
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。」

の
た
め
、
農
林
業
者
以
外
の
人
が

新
た
に
土
地
を
取
得
し
て
建
物
を
建
て

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
す
で
に
市
街
化
調
整
区
域

内
に
土
地
を
取
得
し
て
い
た
人
に
つ
い

て
は
、
経
過
的
な
措
置
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
ず
か
ら
、
次
の
基
準
で
開
発
行

為
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。①

H
H

線
引
き
U

H

(

市
街
化
区
域
、
市

街
化
調
整
区
域
の
区
分
け
)
が
決
定
に

な
っ
た
と
き
に
、
自
己
の
居
住
ま
た
は

業
務
の
た
め
建
物
を
建
て
る
目
的
で
、

土
地
を
所
有
し
、
ま
た
は
借
地
と
し
て

い
た
人
で
、
②
届
け
出
よ
う
と
す
る
土

地
が
H
H

線
引
き
d

の
決
定
し
た
日
以
前

に
す
で
に
宅
地
(
農
地
法
で
言
う
農
地

転
用
済
み
の
土
地
)
に
な
っ
て
お
り
、

③
H
H

線
引
き
d

の
決
ま
っ
た
一
一
一
月
一
一
一
十

一
日
か
ら
六
カ
月
以
内
に
届
け
出
て
、

④
こ
の
決
定
の
日
か
ら
五
年
以
内
に
建

物
を
建
て
る
人
。

」
の
「
既
存
の
権
利
の
届
け
出
」
は

次
の
要
領
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
の
で

該
当
す
る
人
は
期
限
内
に
届
け
出
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

。
受
付
期
間

昭
和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和

四
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
。

。
受
付
場
所

山
梨
県
土
木
部
計
画
課
(
甲
府
市
、

竜
王
町
、

敷
島
町
、

昭
和

田
富
町
、

町
、
玉
穂
村
の
各
役
場
経
由
〉

。
届
出
事
項

ω届
け
出
者
の
職
業
(
法
人
に
あ
っ
て

は
、
そ
の
業
務
の
内
容
)

ω届
け
出
を
す
る
土
地
の
所
在
、

地

番
、
地
目
お
よ
び
地
積

ω届
け
出
を
す
る
土
地
の
所
有
権
ま
た

は
土
地
の
利
用
に
関
す
る
所
有
権
以
外

の
権
利
を
有
し
て
い
た
目
的

ω届
け
出
を
す
る
土
地
の
利
用
に
関
す

る
所
有
権
以
外
の
権
利
を
有
し
て
い
る

場
合
は
、
そ
の
種
類
お
よ
び
内
容
(
借

地
の
場
合
、
貸
借
契
約
の
年
月
日
お
よ

び
地
主
の
住
所
氏
名
〉

な
お
、
届
出
用
紙
は
市
町
村
役
場
と

山
梨
県
土
木
部
計
画
課
に
用
意
し
て
あ

り
ま
す
か
ら
そ
れ
を
使
用
し
て
く
だ
さ

し、
。
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中
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夫

小

沢

弘
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報

…
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間

対

日

れ

れ

れ

日

。

内

田

稔

牧

野

方

宏

深

川

市

川

会

一

四

月

の

統

一

選

議

長

有

泉

淳

夫

牧

野

方

宏

郎

浅

川

忠

則

山

下

嘩

小

当

協

川

挙

で

新

し

く

議

員

副

議

長

田

中

良

夫

O
教

育

厚

生

常

任

委

員

会

宮

山

卓

良

坂

本

馨

福

島

国

…
↓
一
日
…
と
な
っ
た
人
達
に

O
常
任
委
員
お
よ
び
正
副
委
員
長
の
選
。
山
下
嘩

O
依

田

駒

夫

雄

渡

辺

清

よ

る

初

町

議

会

任

(

敬

称

略

〉

金

夫

坂

本

馨

内

因

。

議

会

選

出

消

防

委

員

は
、
四
月
三
十
日
招
集
さ
れ
、
正
副
議
。
印
委
員
長

O
印

副

委

員

長

。

産

業

土

木

委

員

会

有

泉

淳

夫

依

田

駒

夫

浅

川

忠

長
を
は
じ
め
各
常
任
委
員
長
、
特
別
委

O
総
務
常
任
委
員
会

O
小
宮
山
卓
良

O
渡

辺

清

福

則

小

沢

弘

員
長
の
外
各
委
員
を
選
任
し
ま
し
た
。

O
深
川
市
郎

O
小

沢

弘

浅

川

島

国

雄

伊

藤

久

雄

井

上

久

雄

O
監
査
委
員
(
議
会
選
出
)

。

正

副

議

長

の

選

任

(

敬

称

略

)

忠

則

田

中

良

夫

。

中

央

道

対

策

特

別

委

員

会

井

口

金

夫

A
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議
長
に
有
泉
淳
夫
氏

副
議
長
に
田
中
良
夫
氏
を
選
任

県
下
に
誇
る
夜
間
照
明
施
設

さあ…..…ナイターでもOK..…

夏
の
夜
空
を
真
昼
の
よ
う

に
照
ら
す
夜
間
照
明
施
設

が
、
こ
の
六
月
立
派
に
完
成

し
ま
し
た
。

こ
れ
は
本
町
の
社
会
体
育

施
設
と
し
て
、
県
補
助
を
受

け
て
、
工
事
費
二
百
八
十
三

万
円
で
小
中
学
校
庭
に
設
置

さ
れ
ま
し
た
。

高
さ
十
五
メ
ー
ト
ル
の
六

本
の
柱
に
、
一
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
水
銀
灯
五
個
づ
っ
、
三
十

キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
照
明
灯
、
が
、

ま
る
で
後
楽
園
の
よ
う
に
明

る
く
し
て
く
れ
ま
す
。

最
近
各
町
村
で
も
中
学
校

庭
に
夜
間
照
明
の
設
備
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
昭
和
町

の
よ
う
な
三
十
キ
ロ
ワ
ッ
ト

の
明
る
い
設
備
の
と
こ
ろ
は

あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
県
下
に
誇
る

と
云
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

使
用
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
決

め
ら
れ
て
い
る
使
用
許
可
申
請
書
を
教

井
口

稔

(新設された照明柱〉

育
委
員
会
に
提
出
し
、
許
可
を
受
け
れ
え
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
よ
り
去
る

ば
誰
で
も
使
用
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て
六
月
三
十
日
告
示
、
七
月
十
目
立
候
補

い

ま

す

。

の

締

切

を

行

な

っ

た

と

こ

ろ

、

定

数

三

使
用
料
は
今
度
の
町
議
会
で
使
用
料
十
三
人
に
対
し
同
数
の
候
補
者
で
あ
り

徴
収
条
例
を
議
決
し
て
正
式
に
決
め
ら
無
投
票
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
無
投
票

れ
ま
す
が
、
そ
れ
迄
暫
定
的
に
使
用
料
当
選
し
た
新
し
い
土
地
改
良
区
総
代
は

を
定
め
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
り
ま
す
次
の
と
お
り
で
あ
り
ま
す
。

と
、
照
明
灯
コ
一

O
灯
全
部
使
用
し
た
場
西
条
一
区

O
野
沢
弐
ム
久
保
田
芳
照

合
は
一
時
間
に
付
三
五

O
円
、
二

O
灯

米

山

豊

夫

使
用
の
場
合
は
二
五

O
円

で

、

使

用

時

西

条

二

区

五

味

五

郎

井

口

等

聞
は
十
時
三

O
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。

O
小
宮
山
良
夫

秩
序
あ
る
決
ま
り
の
な
か
で
、
町
民
清
水
新
居
保
坂
全
一
保
坂
正
巳

の
融
和
と
健
全
な
心
身
の
発
達
の
た
め

O
太

田

豊

に
大
い
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
西
条
新
田
鮎
川
辰
造
長
田
忠
次

な
っ
て
い
ま
す
。
親
睦
と
健
康
づ
く
り

O
塩
田
孝
治

の
た
め
に
、
大
い
に
利
用
す
る
こ
と
を
押
越
三
神
宣
こ

O
山
田
美
明

望
み
ま
す
。

ム
石
原
武
則

河
東
中
島

O
向
山
亀
吉
有
泉
淳
夫

有
賀
政
則

紙
漉
阿
原
小
池
徳
次

O
丸
山
康
弘

花
形
祥
夫

築
地
新
居
ム
坂
本
馨

O
田
中
良
夫

河

野

勝

新
総
代
決
ま
る

土
地
改
良
区

昭
和
町
土
地
改
良
区
の
総
代
選
挙

は
、
本
年
八
月
二
日
の
任
期
満
了
を
控

停

O
名
執
富
士
男

飯

喰

今

沢

磯
部
勝
重

河

西

O
松
田
孝
弘

五
味
美
治

上

河

東

保

坂

篤

O
井
上

野
沢
益
男

組

合

員

外

理

事

町

長

石

原

忠

則

議

会

議

長

有

泉

淳

夫

農

協

組

合

長

井

口

等

以
上
選
挙
さ
れ
た
理
事
に
よ
り
互
選

の
結
果
、
理
事
長
に
石
原
忠
則
氏
(
町

長
)
が
選
任
さ
れ
た
。
な
お
、
総
代
の

任
期
は
昭
和
五
十
年
八
月
二
日
ま
で
で

あ
り
ま
す
。

(
O印
理
事
、
ム
印
監
事
)

五
味
貞
明

亨

農
業
共
済
評
価

員
も
決
定
す

町
長
は
、
昭
和
町
農
業
共
済
損
害
評

価
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
農
業

災
害
補
償
法
第
一
四
三
号
第
三
項
の
規

定
に
よ
り
、
新
委
員
の
選
任
を
行
な
い

条
例
の
規
定
に
基
づ
い
て
議
会
の
同
意

を
得
ま
し
た
。
五
月
一
日
か
ら
任
期
起

算
の
新
ら
し
い
委
員
は
次
の
と
お
り
で

す

。

(

敬

称

略

)

西
条
一
区
三
井
猛
雄
西
条
二
区

秋
山
俊
明
清
水
新
居
秋
山
善
雄

西

条

新

田

田

中

文

次

押

越

海

野

恒

雄

河

東

中

島

飯

野

威

紙

漉

阿

原

泉

安

昌

築

地

新

居

武

内

進

飯

喰

堀

内

五

郎

河

西

今

村

宣

誉

上

河

東

保

坂

篤
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青
山
茂
さ
ん

全

報

昭
和
町
愛
育
会
上
河
東
支
部
長
青

広

一一

山
さ
ん
は
長
年
に
わ
た
る
母
と
子
の

一
福
祉
の
た
め
の
民
主
的
地
域
組
織
で

一

J
、tr、t
f
'首
席
、
E
2
4

町

国

表

彰

あ
る
愛
育
班
の
班
長
と
し
て
、
隣
保

相
扶
の
精
神
に
も
と
づ
き
、
献
身
的

な
奉
仕
活
動
を
行
な
う
と
と
も
に
愛

育
班
の
指
連
育
成
に
も
努
力
さ
れ
、

そ
の
功
績
が
非
常
に
顕
著
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
の
た
び
第
三
回
愛
育
班
員

全
国
大
会
(
東
京
)
に
お
い
て
山
梨

県
代
表
と
し
て
、
恩
賜
財
団
母
子
愛

育
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ

こ
に
班
員
の
皆
様
に
伝
達
す
る
と
と

も
に
愛
育
班
員
活
動
の
益
々
向
上
発

展
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

皆
で
交
通
事
故
の
絶
滅
を

来日

年
々
交
通
事
故
が
激
増
し
て
居
り
ま

昭

す
が
、
そ
の
事
故
に
直
接
関
係
な
か
っ

た
人
々
は
何
の
感
じ
も
持
た
な
く
な
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
余
り
に
多
す
、
ぎ
て

十
無
関
心
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

別
表
は
昭
和
四
十
五
年
度
の
昭
和
町

一一
に
お
け
る
交
通
事
故
の
状
況
で
す
。
発

生
事
故
の
割
合
は
県
下
で
第
二
十
五
位

で
す
が
、
飲
酒
運
転
で
住
民
の
起
し
た

(5) 

事
故
は
山
梨
県
は
全
国
第
二
位
で
、
昭

和
町
は
県
下
第
一
位
の
汚
名
を
残
し
て

居
り
ま
す
。
叉
歩
行
者
の
事
故
で
幼
児

と
老
人
の
事
故
が
本
町
で
は
特
に
目
立

っ
て
居
り
ま
す
。
歩
行
者
の
知
識
の
欠

如
か
ら
来
る
も
の
で
全
体
の
人
が
交
通

安
全
の
認
識
が
低
い
と
云
わ
れ
ま
す

一
瞬
の
居
ね
む
り
は

一
生
の
ね
む
り
へ

(昭和町交通事故発生状況・昭和45年中〉

|触状況|間判官知

事当該故市件町数村内に発生した交通 [ 55件 0.9%[[ ι188件

件当該数住民のおこした父通事故 1 42件10 場 I[6，188件

件数 112件10物 111，312件

当該市町村内に発 死者 o人 %11 66人

生した歩行者事故 l 
傷者[ 12人[ 0 .9%[[ 1， 309人

当該住民の歩行者 死者| %[[ 66人

事故の死傷者数
傷者 l 1.2%111，309人

住民千人当りの歩行者事故に 1 2.80人l -1) 1.80人!よる死傷者数

住件民数のおこした飲酒運転事故 [ μVT〓，[ -11 388件

住民のおこした交通事故に占 1 14.3%1 -[¥ 6.3% 
める飲酒運転事故の割合

住者民数千人当りの飲酒運転事故 [ 1い M山八̂-[ -I[ 0.50人

が
、
反
発
の
し
よ
う
も
無
い
わ
け
で

し
よ
う
か
。
家
族
ぐ
る
み
、
町
ぐ
る
み

す
。
飲
酒
運
転
事
故
、
幼
児
・
老
人
の

で
交
通
事
故
の
防
止
に
心
が
け
、
あ
ん

歩
行
中
の
事
故
な
ど
、
各
家
庭
の
お
母

な
悲
惨
な
思
い
を
誰
も
が
し
な
い
、
さ

さ
ん
達
の
教
育
、
気
の
付
け
方
で
半
減

せ
な
い
よ
う
努
力
し
よ
う
で
は
あ
り
ま

あ
る
い
は
絶
滅
出
来
る
の
で
は
な
い
で

せ
ん
か
。

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
が
始
ま
る

夏
休
み
中
の
、
こ
ど
も
の
交
通
事
故

育
に
特
段
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
県
民
総
ぐ
る
み
で
防
止
し
よ
う
と
、

叉
、
各
家
庭
で
の
話
し
合
い
の
場
に
も

七
月
二
十

一
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
の

」
の
問
題
を
取
り
上
げ
ら
れ
て
、
色
々

聞
こ
の
運
動
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

と
話
し
合
っ
て
、
昭
和
町
か
ら
、
こ
の

り
ま
し
た
。
各
家
庭
の
お
母
さ
ん
方
に

事
故
が
一
件
で
も
少
な
く
な
る
こ
と
に

市ミ

は
、
特
に
幼
児
、
児
童
生
徒
の
安
全
教

町
民
全
体
で
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

(歩行者事故年齢別状況〉

¥年齢別 こ ど も | 

¥ |幼児|小学生 |中学生|

区分 ト¥|男 (女1~:女|男;女 1 ~!fr l ~ 1 fr l百司
死傷者数 | 3( | 2j l i l j | 1( ll j 5 
5Z詰 11.3[ 11 .61 1 I 0.41 o. 4[ i 3.9 

忠常語 liB2I2276123141212122jglima 

20歳以上|老人 (60
59歳以下|歳以上)

19歳
以下ふ

車直 左 幼I目路 そ 正

の後 但リ の上
し

の し、

直横 通
人歩き遊戯 歩

前断 行 他 行
，，， 

発生件数 | 1/ tぷ

県め下る割に合占 / 0.81 2.011.9[ [/0.41 0.8 
山の梨状県下況 1468件/ 1471 511 341村376

ハ
歩
行
者
事
故
原
因
別
状
況
〉



(6) 報

夏
は
、
長
期
の
休
み
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
青
少
年
が
家
庭
、
社
会
、
自
然
の

中
で
の
生
活
体
験
を
と
お
し
て
、
自
主

性
を
伸
ば
し
、
心
身
の
発
達
を
は
か
る

よ
い
時
期
で
す
。

し
か
し
、
一
歩
誤
る
と
、
季
節
的
な

解
放
感
か
ら
そ
の
青
少
年
に
と
っ
て
と

り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
も
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。

近
年
、
海
水
浴
場
や
キ
ャ
ン
プ
場
な

ど
、
人
が
多
く
集
ま
る
と
こ
ろ
を
中
心

に
、
少
年
の
非
行
が
激
増
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
シ
ン
ナ
ー
の
乱
用
や
、
オ

ー
ト
バ
イ
に
よ
る
事
故
が
増
え
る
の
も

こ
の
時
期
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
青
少
年
を
守
る

た
め
、
昭
和
町
民
会
議
は
青
少
年
の
夏

の
生
活
指
導
の
目
標
を
次
の
よ
う
に
決

め
、
七
月
、
八
月
を
推
進
期
間
と
し
ま

し
た
。

。
た
く
ま
し
い
身
心
を
き
た
え
よ

-フ。地
域
青
少
年
が
積
極
的
に
参
加
で

き
る
夏
期
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
と

く
に
催
す
。

青
少
年
の
自
主
的
活
動
を
す
す
め

る
。

若
い
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
し
て
、
集

団
活
動
を
効
果
的
に
す
す
め
る
。

家
族
ぐ
る
み
で
夏
の
生
活
設
計
を

広町手口昭昭和46年 8月 1日

。。

た
て
よ
う
。

各
家
庭
で
は
、
学
校
や
地
域
の
行

事
を
考
え
な
が
ら
、
夏
で
な
け
れ

ば
で
き
な
い
経
験
や
学
習
に
つ
い

て
計
画
を
た
て
よ
う
。

青
少
年
を
、
非
行
、
事
故
、
病
気

か
ら
ま
も
ろ
う
。

「
家
庭
の
日
」
を
完
全
実
施
す

る
。

毎
月
、
第
一
日
曜
日
は
、
「
家
庭

の
日
」
と
し
て
、
家
族
み
ん
な
で

何
で
も
話
し
合
う
。

特
に
シ
ン
ナ
ー
・
ポ
ン
ド
の
乱
用
を

追
放
す
る
た
め
、
有
害
性
に
つ
い
て
の

講
習
会
、
販
売
庖
へ
の
協
力
を
求
め
、

集
会
場
、
プ

ー
ル
、
遊
び
場
な
ど
の
危

険
個
所
の
点
検
と
整
理
を
徹
底
す
る
。

な
お
、
育
成
会
で
は
子
供
と
成
人
の

相
互
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
育
成
会

相
互
の
親
睦
を
は
か
る
た
め
、
親
善
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
八
月
中
旬
に
行
な

う
予
定
で
す
。

O 。
水

ま子の
しど事
よも故
うをカ、

守ら
り

炎
天
下
の
熱
戦

甲
州
オ
ガ
ラ
イ
ト
が
優
勝

第
三
回
昭
和
町
球
友
ク
ラ
ブ
主
催
に

よ
る
野
球
大
会
は
さ
る
七
月
四
日
、
押

原
中
、
峡
中
中
の
二
会
場
に
お
い
て
午

前
七
時
よ
り
開
始
さ
れ
た
。

今
回
は
新
た
に
、
河
西
、
上
河
東
の

二
チ
l
ム
が
加
わ
り
、
こ
れ
ま
で
の
最

高
九
チ
l
ム
と
な
り
ま
し
た
。
試
合
は

熱
戦
の
う
ち
に
始
ま
り
ダ
l
ク
フ
ォ

l

ス
的
存
在
で
あ
っ
た
甲
州
オ
ガ
ラ
イ
ト

が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
、

優
勝
甲
州
オ
ガ
ラ
イ
ト
チ
l
ム

準
グ

三
位

興
振
殖
産

河
東
中
島
チ
l
ム

ノ7

相
続
税

四
位

役
場

以
下
出
場
チ
l
ム
ホ
タ
ル
、

新
和
、
東
洋
、
河
西
、
上
河

東

11 

防
犯
用

携
帯
ブ
ザ
ー
を

痴
漢
暴
漢
に
よ
る
犯
罪
が
益
々
増
加

し
、
夏
と
共
に
痴
漢
に
よ
る
犯
罪
が
尚

増
加
致
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
防
犯
対
策

と
し
て
、
南
甲
府
署
管
内
防
犯
連
絡
所

協
会
で
携
帯
ブ
ザ
ー
を
広
く
婦
女
子
に

利
用
し
て
頂
き
一
般
の
人
々
の
協
力
を

得
て
こ
れ
等
の
犯
罪
を
防
止
す
る
こ
と

に
致
し
ま
し
た
。
別
図
の
よ
う
に
コ
ン

パ
ク
ト
タ
イ
プ
で
ハ
ン
ド
バ
ッ
グ
に
入

贈
与
税
の
減
税

。
贈
与
税

他
人
(
親
族
を
含
む
〉
か
ら
財
産

を
贈
与
さ
れ
た
場
合
通
常
四
十
万
を

こ
え
れ
ば
贈
与
税
が
課
税
さ
れ
ま
す

が
、
婚
姻
期
間
二
十
五
年
以
上
の
夫

婦
で
贈
与
財
産
が
居
住
用

.……………
岨Z

の
土
地
家
屋
等
の
場
合
四

…
川
…割

十
万
円
の
ほ
か
に
配
偶
者

控
除
と
し
て
、
百
六
十
万
円
が
控
除

さ
れ
て
お
り
合
計
二
百
万
円
ま
で
贈

与
税
が
課
税
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が
今
年
の
改
正

で
配
偶
者
控
除
百
六
十
万
円
が
三
百

六
十
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
て
合
計
四

百
万
円
と
な
り
婚
姻
期
間
も
二
十
五

年
か
ら
二
十
年
に
短
縮
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

。
相
続
税

。
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
の
改
正

と
同
じ
よ
う
に
相
続
税
に
つ
い
て
も

配
偶
者
控
除
の
改
正
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
婚
姻
期
間
十

五
年
を
こ
与える

一
年
毎
に
二
十
万
円

(
最
高
限
度
二
百
万
円
)
と
い
う
従

来
の
配
偶
者
控
除
制
度
が
婚
姻
期
間

り
、
単
三
の
電
池
が
一
ケ
使
用
し
て
あ

り
、
紐
を
引
け
ば
二
十
分
間
ピ
l
ッ
と

連
続
し
て
警
報
が
鳴
り
、
一

O
O米
位

ま
で
聞
え
ま
す
。
価
格
は
三
八

O
円
を

二
八

O
円
で
斡
旋
致
し
ま
す
。
近
く
の

防
犯
連
絡
所
を
通
じ
て
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。ピ

l
ッ
と
云
う
警
報
が
聞
え
ま
し
た

ら
皆
で
直
ぐ
そ
の
場
へ
か
け
つ
け
て
下

さ
い
。
お

互
い
が
協

力
し
て
地

域
か
ら
痴

漢
暴
漢
に

よ
る
犯
罪

を
締
め
出

し
ま
し
ょ

久
ノ
。

十
年
を
こ
え
る

一
年
毎
に
四
十
万
円

(
最
高
限
度
四
百
万
円
)
と
い
う
よ

う
な
内
容
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

。
相
続
に
際
し
て
受
け
取
る
生
命

保
険
金
も
相
続
財
産
と
し
て
扱
わ
れ

て
お
り
法
定
相
続
人

一
人
あ
た
り
百

万
円
ま
で
は
非
課
税
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
非
課
税
限
度
が
百
五

十
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

。
ま
た
死
亡
後
三
年
以
内
に
確
定

す
る
退
職
金
に
つ
い
て
も
相
続
財
産

と
し
て
扱
わ
れ
て
お
り
法
人
相
続
人

一
人
あ
た
り
五
十
万
円
ま
で
非
課
税

と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
こ
の
非
課
税

限
度
額
が
八
十
万
円
に
引
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。


